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○議長（茅沼隆文） 

 日程第２ 議案第２７号 平成２９年度開成町一般会計補正予算（第２号）につい

てを議題といたします。 

 予算書の説明を順次担当課長に求めます。 

 財務課長。 

○財務課長（田中栄之） 

 それでは、議案を朗読いたします。 

 議案第２７号、平成２９年度開成町一般会計補正予算（第２号）。 

 平成２９年度開成町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳出予算の補正。第１条、歳出の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並び

に補正後の歳出予算の金額は、「第１表 歳出予算補正」による。 

 平成２９年７月２６日提出、開成町長、府川裕一。 

 次のページをお願いいたします。 

 第１表、歳出予算補正になります。歳出のみでございます。第９款教育費及び第

１３款予備費につきまして補正をするものでございます。 

 それでは、補正予算の詳細を歳出予算事項別明細書により御説明をいたします。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。 

○教育総務課長（橋本健一郎） 

 では、説明させていただきます。 

 歳出でございます。９款教育費、４項中学校費、２目教育振興費でございます。

節１９負担金、補助金及び交付金。説明覧、文命中学校野球部応援実行委員会補助

金、１０９万７，０００円でございます。 

 こちらにつきましては、今回、保護者で組織されます、野球部応援実行委員会へ

の補助金となります。内訳といたしましては７月２１日に抽選会が行われまして、

そこで日程が確定いたしました。野球部の横浜スタジアムまでの３日分のバスの借

り上げ代、あわせて応援として吹奏楽部もまいりますので、同じく３日分のバス借

り上げ代、そのほかとしましては、大会参加費、野球部が試合で使用いたします、

バットやヘルメットなどの用品、応援に係る物品代となってございます。 

 算定にありましては、保護者、学校と調整をさせていただきまして、希望に沿う

ような形で準備をさせていだたいているところでございます。 

 なお、初戦は開会式が行われます８月７日月曜日、１３時からとなってございま

す。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○財務課長（田中栄之） 

 １３款予備費になります。 

 今回の歳出補正所要額、１０９万７，０００円につきまして、予備費の減により

調整をいたします。 

 説明は以上でございます。 



－２－ 

○議長（茅沼隆文） 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑をどうぞ。 

 ３番、湯川議員。 

○３番（湯川洋治） 

 ３番、湯川です。 

 今回、中学校がいわゆる４００校の代表ということで、全国大会ということで、

私も前はもっと細かい説明を受けたかったんですけど、実際、今説明で用具として

バットとヘルメットとお聞きしたんですけれども、バットとヘルメットをどのぐら

い買われるんですか。 

○議長（茅沼隆文） 

 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本健一郎） 

 バット、ヘルメット等と御説明させていただいておりまして、バットにつきまし

ては、１本ですね。後はヘルメットが５個、あとキャッチャー用ヘルメット一つと

プロテクター、レガース１セット。あと、外野用としまして、スポーツサングラス、

こちらを３個というような内訳になってございます。 

○議長（茅沼隆文） 

 湯川議員。 

○３番（湯川洋治） 

 数が少ないんじゃないかなと思うんですね。いわゆる、三つとか三個とかって言

わると非常に少ないような感じがするんですけど、私、前回、全協でちょっと質問

させていただいたんでけど、スパイクは考えていないですか。 

○議長（茅沼隆文） 

 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本健一郎） 

 では、お答えいたします。 

 数につきましては、学校に希望をとりましたところ、こちらの数っていうことで

ございますので、教育委員会のほうで削ったというようなことはございません。あ

と、議員がおっしゃいましたスパイクにつきましても確認をいたしましたところ、

現在使用しているもので構わないという判断をいただいておりましたので、そちら

については特に計上等はしていない状況でございます。 

○議長（茅沼隆文） 

 ほかに質疑ございませんか。 

 ９番、井上議員。 

○９番（井上三史） 

 ９番、井上です。 

 ７ページの説明欄の文命中学校野球部応援実行委員会、これは保護者でつくると

先程言われましたけれども、これは野球部の保護者ということになるんでしょうか。
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あるいは、ＰＴＡ全体としての保護者になるんでしょうか。その辺、受け皿として

はどのような委員会でしょうか。 

○議長（茅沼隆文） 

 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本健一郎） 

 お答えいたします。 

 こちらは野球部の保護者で組織をされております。 

○議長（茅沼隆文） 

 井上議員。 

○９番（井上三史） 

 分かりました。 

 では、この受け皿となる実行委員会の１０９万７，０００円の受け皿ですけど、

この１０９万７，０００円について何か付帯条件的なこのように使いなさいという。

先程、このようなものを買いますよということは聞き取りで決まっていったものな

のか、あるいはもう実行委員会に渡してその中である程度付帯条件をつけて自由に

購入してくださいとかそういうふうな点はいかがでしょうか。 

○議長（茅沼隆文） 

 教育委員会事務局参事。 

○教育委員会事務局参事（加藤順一） 

 お答えいたします。 

 先程、教育総務課長からも申しましたとおり、文命中学校長を通じまして、野球 

部の組織されたところの実行委員の皆様、それから野球部そのものと御相談をさせ

ていただいた中で、これこれの物品が必要と。この内容につきましては、先程、御

説明したとおりでございます。 

 そういった部分で、補助事業でございますので、この議会で御承認をいただくと

いう前提ではございますけれども、その場合にはこういう形で補助申請書を出しま

しょうという形は調整しているところでございます。その中には、今、教育総務課

長が申しましたところの支出、項目、これは明記させていただきまして、その中の

範囲で御活用くださいという条件はつけさせていただいたところになります。 

 以上です。 

○議長（茅沼隆文） 

 ほかに質疑ございませんか。 

 ２番、山田議員。 

○２番（山田貴弘） 

 ２番、山田貴弘です。 

 このたびの文命中学校の野球部に対する実行委員会に対する補助ということで、

大変親御さんは感謝を申しあげている話が耳に入ってきているところです。 

 このような中で、今回、全国大会ということで、今までにないような好成績を残
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している中で、このような体制で町が全面的に支援をするということで決して悪い

ことではなくて、良いことだなというところで評価をしているんですが、そもそも

論としてこういう援助をするにあたっての基準というのがどういう基準の中でや

られているのか。全国大会に行けば、補助はしますというのか県大会に行くのであ

れば補助しますよという、そのときの雰囲気で出されているのかどうか。そこら辺

ちょっと、基準があるのかどうかというのを含めて説明を願いたいと思います。 

○議長（茅沼隆文） 

 教育長。 

○教育長（鳥海 均） 

 ありがとうございます。 

 年間を通して、部活動に係る補助という形で予算を組んでおりますので、全てそ

れで賄われれば一番良いという、予算を計上しております。ただ、前例はありまし

て、個人で全国大会に行く場合、個人で関東大会に行く場合等につきましては、若

干宿泊費が伴うものについては、足りなくなるということが予測された場合には学

校から相談があります。ですから、基準というのはあくまで、部活動費の範囲内で、

まずは補助をしてあげなさいということが基準です。それ以後、どの程度かかって

しまうのか。今回は、横浜なのでこの程度でいいわけですけれども、実際の全中は

鹿児島、宮崎なんですね。ですから、そういうところになってきますと費用がかさ

むということで、その都度やはり学校から相談があると思います。基準は、部活動

活動費補助の中で処理するということが基準と掲げて良いと思います。 

○議長（茅沼隆文） 

 山田議員。 

○２番（山田貴弘） 

 ２番議員、山田貴弘です。 

 部活動の活動費ということで予算をとっているというのは理解をしているんで

すが、かといってこれだけの大きな大会に出場するというのは本当にまれだと思う

んですよ。やはりこの開成町としても、スポーツ振興という部分で大変、力を入れ

ている中で今回、サッカー部も県大会に行くというようなお話も聞いている中で、

やはりある程度位置付けをした中で、予算をとるのか補正に委ねるのか、そこら辺

の判断基準をある程度、明確に我々のほうに示してもらえば今後、３月定例会議の

予算取りをするときに、そういう対応で我々も理解していくところなんですが、そ

こら辺をちょっともう少し付け足していただきたいのと、先程言っていた基準、要

は県大会から補助、部活動の中で賄ってくださいっていうのは分かるんですけれど

も、ある程度その基準的な部分、県大会以下については、親の実費である程度行く

んだよとか、それのものを保護者に伝えてあるのかどうかも含めた中で、対応をも

う少しちょっと、詳しく教えていただきたいと思います。 

○議長（茅沼隆文） 

 教育委員会事務局参事。 
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○教育委員会事務局参事（加藤順一） 

 お答えします。 

 先程、教育長が予算ベースでお話させていただきましたのですけれども、基本的

には予算の中で賄えれば、例えばほかの部活が、言い方がおかしいですけれども、

思うほど活躍がなくてじゃあ、そこの部分の経費が余っていればそこをやると、そ

ういった予算ベースのやりくりをともかくといたしまして、基本的には県大会まで

は既存の予算の中でやっていくと。県大会からさらに上位の大会に行きますときに

は、基本的には予算ベースでは考慮していないというところでございますので、先

程も申しましたとおり、結果として賄えればそれはそのとおりなんですけれども、

それ以上の部分につきましては、特別な措置が必要になってくると考えております。 

 基本的には県大会からさらに上位、それが実質的な予選になって、上位の大会に

つながっていく、そういった部分につきましては、手当はしていかなくてはという

ふうに考えてございます。 

 それから、基本的には生徒さんがそこに大会に出場をするための経費というよう

な部分で、特に考えているところでございます。 

 今回の場合は、関東大会ということがなくて、さらに全国という大会になりまし

たので、さらに加えた配慮をさせていただいているところでございます。 

 以上です。 

○議長（茅沼隆文） 

 山田議員。 

○２番（山田貴弘） 

 ２番、山田貴弘です。 

 仕組み的なのは理解をいたしました。こういう状態になる前に保護者から全協の

ときにも自分は言いましたけれども、部活動としてバスを無料で借りられるのは１

回までなんだよっていう文命中学校の部活動としてっていう、そういう基準があっ

て、やはり保護者も不安がっているところがあって、自分も保護者に対して明確な

説明ができなかったので、ただいまの答弁を聞いた中で保護者には周知をしていく

ようにしていきたいと思います。 

 あと、今役場のあちら側の駐車場のところに旗をやってあるじゃないですか。あ

れっていうのは、部活動活動費の予算から出されているのか。あれは町で別につく

っているのかそこら辺をちょっとお聞きしたいのと、そこに掲示してあるんですけ

れども、いかんせんちょっと目立たないなと思うので、もうちょっと場所を選定し

た方が良いのかと思いますのでよろしくお願いします。 

○議長（茅沼隆文） 

 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本健一郎） 

 では、お答えいたします。 

 あの横断幕につきましては、期日が経ってしまいますと効果がなくなるというこ
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とで、先行してそちらについては予備費から受領いただきまして、中学校の予算の

中から別枠で確保して製作をしているところでございます。 

 あと、つける場所についてもいろいろ検討をした中では、あちら側は通りが多い

ということと、庁舎が今、緑のネットも張っているということで、なかなか見にく

いんではないかというところで、今回あちらに今は設置場所については選定をさせ

ていただいたところでございます。 

 以上です。 

○議長（茅沼隆文） 

 ほかに質疑ございませんか。 

 １番、佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

 １番、佐々木昇です。ちょっと確認をさせていただきたいと思います。 

 考えすぎかもしれませんけれども、バスの事故がちょっと怖い部分がありますと

いうことで、このバス会社の選定というのはこの実行委員会にお任せしているのか、

町も多少絡まれているのか、お伺いします。 

○議長（茅沼隆文） 

 教育総務課長。 

○教育総務課長（橋本健一郎） 

 お答えいたします。 

 こちらのバス会社の選定につきましては、この時期ということでなかなかやはり

バスの確保も難しいところがございましたので、学校と教育委員会で話し合いなが

らバス会社の選定をして、一応仮押さえをしているところではございます。 

○議長（茅沼隆文） 

 佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

 先程もちょっと言いましたけれども、考えすぎかもしれませんけれども、このバ

ス会社を選定をするときにコンプライアンスとか、バス会社を疑うわけではないで

すけれども、その辺にも多少憂慮をしているのか、その辺を確認させていただきた

いと思います。 

○議長（茅沼隆文） 

 教育長。 

○教育長（鳥海 均） 

 お答えします。 

 以前にも、使っていたバスということで親御さんのほうではそのバス会社で借り

たいという要望がありましたので、慣れているバスが良いということもありました

ので担当のほうで調整をしたということです。 

○議長（茅沼隆文） 

 佐々木議員。 
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○１番（佐々木昇） 

 分かりました。 

 ぜひ、野球部が頑張っていただきたい思います。 

○議長（茅沼隆文） 

 ほかに質疑ございませんか。 

 （「なし」という者多数） 

○議長（茅沼隆文） 

 質疑がないようですので、討論を行いますが討論はありますか。 

 （「なし」という者多数） 

○議長（茅沼隆文） 

 討論もないようですので、それでは採決を行います。 

 議案第２７号 平成２９年度開成町一般会計補正予算（第２号）について原案に

賛成の方の起立を求めます。 

 （起 立 全 員） 

○議長（茅沼隆文） 

 着席ください。起立全員によって、可決いたしました。 

 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて散会いたします。お疲れさまでした。 

                    午前１１時１９分 散会 
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